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成3年6月より両下肢に看病佐渡轟出現 し 血管造影をこ

て腎血管に病変を認め,全身性結節性動脈周関数と診断

した.
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1)当院の糖尿病短期教育入院

-第10回を終 ったところで-

毘苧教書貢院スタッフ (豊富詣 病院)

当院では随時,入院患者に対 して糖尿病教室を行なっ

てきたが,新たをこ平成2年11月から短期糖尿病教育入院

を開始 した.目的は (∋ 短期間衆率約に教膏を行ない効

率よく学ぶ.② 正 しい糖尿病の知識を学び自己管理の

方法を体験する.期間は月曜から金曜迄の5日間.6人

を定員とし,年4回行なう.日程は講義を午前午後各 1

時間戦 塵食は会食象 最終日をこバイキソグ方式とした,

他をこ短日の運動と,ビデオの視聴.4日目に教育入院の

整理を兼ねて簡単なテストを実施 修了証を渡した.10

回の入院総数は56名.男性34名,女性22名.年代別では

60代が最も多かった,普よめ :① 目的意識が明確で,

期間も限られているため意欲的である.② 行動を共に

することで仲間意識を強め,体験談を通 して意欲を高め

ら,(蔚 少人数は行動 しやす く,又反応を見ながら指導

できる.塗)短期間で講義が集中するため,精神的疲労

が大きく,自己を振 りかえるゆとりが持てない.

2)胃石を合併した糖尿病 1例

吉田 研･高木 轟
田中 直史 ･山田 杉
村 汝朝

931

∴一 二 - ･

64才女性.柿その他の大豊摂取,消化管手術の既往な

L.十数年来の糖尿病があり,胸部心窟部痛で発症.多

発胃液鼻, 2個の胃石を認めた, 1個は内祝鍵下に摘出

したが1個は十二指腸,ついで空腸に鱗頓,腺閉塞状態

となった.開腹手術をこて胃石を周芋破砕 した.糖尿病性

神経症の合併があり,胃緋鯉遅延の直接的な証左は得ら

れなかったが胃石の発生の i要因となっていると考えら

れた.糖尿病性自律神経症の愚者は腎石の合併にも留意

する必要があると考えられた,

3)家族構成の適 い に よ る 糖 尿 病食事指導の問

題点
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<目的>一人暮らしや若い家族と同居する配偶者の無

い高齢 DM 鷹､著の食事療法に与える影響を検討 した.

く対象>家族構成の明らかな DM 患者 581人 (男 305

女276)を対象とし,T.chol,HDL-C,T.G.,HbA且C,

肥満度を検討した.25才未満の独身者は除外 した.<結

果と考察> 1.女性では,ひとり暮らしや配偶者は屠な

いで家族と同居する太が多く,男性は配偶者の屠る人が

圧倒的に多い.2.食事摂取時刻と食事回数は60才以上

では,ほとんどが定刻に3回摂っていた.3.ひとり暮

らしの入 :配偶者の屠る人と同様に甜才以上の男性では

HbAIcが良好であり,藤登も正常値の範囲内であった.

60才未満の男性では T.G｡,HbA且Cは高値であった.

女性では,60才以上の人は HbAk や肥満度は良好であ

るが,60才未満の人は逆に不良であった.配偶者のいる

入 :男性は T.choi.や HbAicは良好で配偶者の屠

ることによる好影響を受けていたが,身性では認められ

なかった.家族と同居の人 絹0才未満の女性では HbAk

情が良好であったが60才以上では差がなかった.単身赴

任者 :HbAIcが有意に高く,食生活は乱れていると考

えられる.


